
大阪府高等学校図書館研究会 

令和元(2019)年度  第１地区会年間活動報告 

回次 開催日 出席者 会  場 

第１回   月   日（ ） 名  

第２回   月   日（ ） 名  

第３回 月   日（ ） 名  

第４回   月   日（ ） 名  

●今年度研究課題（活動概要） 

今年度活動はしていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●今年度のまとめ 

 

 

 

 

 

●次年度にむけて活動内容 

 

 

  



大阪府高等学校図書館研究会 

令和元(2019)年度  第２地区会年間活動報告 

回次 開催日 出席者 会  場 

第１回   月   日（ ） 名  

第２回   月   日（ ） 名  

第３回 月   日（ ） 名  

第４回   月   日（ ） 名  

●今年度研究課題（活動概要） 

 

 

●今年度のまとめ 

 今年度は全く活動ができなかった。 

 

 

●次年度にむけて活動内容 

 

 ２地区は担当者が不在であったり、業務委託（私学）をされていて会議に出られない学校等も多く、

連絡が取りにくくなっています。とりあえず１回は会議を開催することを目標にしたいと考えていま

す 

 

  



大阪府高等学校図書館研究会 

令和元(2019)年度  第３地区会年間活動報告 

回次 開催日 出席者 会  場 

第１回 ８月２８日（水） １０ 名  追手門学院 大手前高校 会議室 

第２回 ２月 ７日（金） １４ 名  高槻中学高等学校 図書館 

第３回 ３月１３日（金） 名 大阪府立中央図書館  → 中止 

●今年度研究課題（活動概要） 

① 新学習指導要領に沿った図書館活用例  

② 図書館開館時間の延長について  

③ 電子図書の導入について  

④ 業務引継ぎ時のマニュアルの整備について  

⑤ 図書館を使った授業の見学 

⑥ 生徒図書委員会、大阪府立中央図書館『高校生のための図書館講座』参加   → 中止 

 

●今年度のまとめ 

◆ 上記研究課題①～⑥についての各校交流。 

◆ 他校の図書館見学。 

◆ おススメ本の交流 

 

 

 

 

●次年度にむけて活動内容 

◆ 生徒図書委員会、大阪府立中央図書館『高校生のための図書館講座』研修参加。  

◆ 魅力ある図書館活動について。 

◆ おススメ本の交流。 

 

 

 

 

  



大阪府高等学校図書館研究会 

令和元(2019)年度  第４地区会年間活動報告 

回次 開催日 出席者 会  場 

第１回 ７月１０日（水） １３名 大阪府立阿倍野高校 

第２回 １１月１３日（水） ８名 清明学院高等学校 

第３回 ２月１９日（水） １２名 大阪府立阿倍野高校 

●今年度研究課題（活動概要） 

司書や司書教諭、図書担当の役割について 図書委員の活動について 

図書室関連の行事や取り組みについて  レファレンスについて 

選書について 著作権について 図書以外の資料の扱いについて 等 

 

各校の図書室の課題を、近況報告という形で、出し、出席者で情報交換や意見交換を行いました。特

に、司書および図書担当の役割、図書委員の活動や図書関連行事、図書室の発行物について等、実践的

な議論を深めました。 

 

●今年度のまとめ 

司書や司書教諭、図書係は１人仕事が多いので、情報交換をすることにより、 それぞれの現場に活か

せることができるので貴重な場であったと思います。 

また、現場の悩みや困りごとを共有することで、解決のヒントになりました。 

 

 

●次年度にむけて活動内容 

本年度は時間的な都合で、研修会を行えなかったので、次年度は、希望に沿って、研修会や勉強会を計

画したいと思います。 

引き続き、地区会を定期的に行って参りたいと考えています。 

 

  



大阪府高等学校図書館研究会 

令和元(2019)年度  第５地区会年間活動報告 

回次 開催日 出席者 会  場 

第１回  ９月 ４日（水） ８名 東海大学付属大阪仰星高等学校 

第２回  １月１５日（水） ７名 東海大学付属大阪仰星高等学校 

●今年度研究課題（活動概要） 

１．大阪私立中学校・高等学校図書館研究会 研修会の報告と実習 

7 月 16 日（火）に行われた、秋田倫子さん（天草拓心高等学校 本渡校舎 学校司書）の研修会（「学校

図書館のアイデア&テクニック : 来館 待ってます! 手軽にトライ」）の資料を使って、研修会の内容

について報告および実習を行う。 

２．〔著作権〕図書館サービスと著作権についての学習 

１１月８日（金）に行われました「大阪府図書館司書セミナー」（第５回）の資料をもとに、著作権に

ついて学習した。 

 

●今年度のまとめ 

研究会で行われる研修に参加できない人も多いので、地区で学習会を行った。 

学習会とともに、図書館活動に役立つ実習（グッズ作成）を行った。第１回は研修会でも行われたチロ

ルチョコマグネット、折り紙でブックカバー、タッセルしおりを作成、第２回は受験シーズンでのイベ

ントに使える、折り紙で作る「お守り」を作成した。 

また、広報などを持ち寄り、各校の図書館活動について話し合った。 

 

●次年度にむけて活動内容 

以前、研究会で行われた「近畿大学図書館」の見学を行いたい。参加できなかったという声も多いの

で、地区会で見学会ができればと思っている。 

各校交流などの話し合いだけでなく、学習会やグッズ作成など、作業を通すことでメンバー同士の親し

みも湧いてくるので、次年度も同じような形態で活動できればと思う。 

 

 

 

 

 

  



大阪府高等学校図書館研究会 

令和元(2019)年度  第６地区会年間活動報告 

回次 開催日 出席者 会  場 

第１回   ７月 ３日（水） ７名 大阪府立柏原東高等学校 

第２回  １０月 ９日（水） ９名 大阪府立枚岡樟風高等学校 

第３回  １２月 ４日（水） ８名 大阪府立布施工科高等学校 

●今年度研究課題（活動概要） 

図書室の利用者が少ない現状があり、来館してもらえるように工夫しよう！ 

司書がお勧めするＰＯＰの作成。 

図書室で利用できる小物の作成。 

 

 

 

●今年度のまとめ 

 地区会を年間３回持つことができた。 

・各学校の持ち寄った資料の説明を行い、現状の報告。 

 ・図書室へ来る生徒が減っている学校がほとんどである。 

・貸出冊数も減り、「読まない・借りない・来ない」が切実な問題になっている。 

 ・どの図書室でも、工夫しているが、手応えがなく悩みの種になっている。 

などの情報交換をし、交流を深めた。 

 小物の作成では、かわいいチロルチョコのマグネットと、折り紙で作るお守りを四苦八苦しなが

ら仕上げることができた。１００均で購入できる材料で作れるので、図書室で使える小物ができ

た。読書マラソンなどの景品に利用すれば図書館利用も増えていくのではと願いを込め作り上げま

した。 

 

 

 

●次年度にむけて活動内容 

 来年度も図書室の活性化に向けて、さまざまな情報や問題点などを共有し、引き続き「ＰＯＰ」や

「小物」の作成など行っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



大阪府高等学校図書館研究会 

令和元(2019)年度 第８地区会年間活動報告 

回次 開催日 出席者 会  場 

第１回 ５月１５日（水） １３名 堺市立中央図書館 集会場 

第２回 ７月１０日（水） １２名 府立堺西高等学校 図書館 

第３回 １０月 ９日（水） １３名 堺市立堺高等学校 図書館 

第４回  １２月１８日（水） １１名 府立堺東高等学校 図書館 

第５回 ２月 ５日（水） ９名 府立泉北高等支援学校 集会室 

●今年度研究課題（活動概要） 

１．公立図書館との連絡会・・・各図書館の高校生向けの取り組みや利用状況、各高校図書館での取 

り組みを紹介し、情報交換を行った。団体貸出の利用案内・電子書籍利用についての説明があり、

その他意見交換を行った。連絡会後、図書のリサイクルで不要図書を頂いた。 

２．今年度の研究テーマ「図書館を見直す」 

 ・生徒図書委員会の活動について 

 ・選書の仕方（誰が選ぶか、情報源など）、予算の使い方について 

 ・スマホ・ケータイ安全教室の実施 

 ・おすすめ本の紹介 

 ・研修の報告 

●今年度のまとめ 

 ・生徒図書委員会の活動については、各校の工夫がうかがえて参考になり、生徒にさせる仕事の範囲

が広まった。 

 ・今年度初めて図書館の運営に携わられる方もいるため、各校の選書について詳しく紹介があり、  

方法や情報源など、経験者でも参考になることが多かった。 

 ・便利なツールであるスマートフォンや携帯電話を生徒たちが上手に利用できるようにするために、 

  私たちが知っておくべきことを丁寧に説明してもらい、たいへん参考になった。 

●次年度にむけて活動内容 

 ・昨年度末にアンケートを実施し、今年度は学校図書館交流会は行わないことになった。来年度につ

いては未定であるが、年々難しい状況になっている。 

 ・地域の図書館との連携を図るために、公立図書館との連絡会は今後も必要であると思われる。 

 ・学校図書館を運営していくうえで参考になるような情報交換や新しい知識を得られる場として機

能するとともに、日常の悩みや疑問に答えられる場となるような地区会にしていけるよう活動内

容を検討する必要がある。 

●その他 

 ・今後、学校図書館が学習、情報センターとしてこれまで以上に教育活動に大きく関わっていくこ 

とになる。しかし現状は、学校図書館や学校司書の位置づけは各校で大きく異なり、図書館業務に

対する理解や予算の面で苦労しているところも多い。仕事量や図書予算など、全地区でアンケート

を実施し各校の状況を把握する必要がある。今後は、それらを基に学校図書館充実に向けて府全体

として取り組んでいくべきである。 

 

  



大阪府高等学校図書館研究会 

令和元(2019)年度  第 9地区会年間活動報告 

回次 開催日 出席者 会  場 

第１回 ７月１６日（火） ６名 清風南海高等学校図書館 

第２回 ８月 ７日（水） ８名 大阪府立泉鳥取高等学校図書館 

第３回 １２月 ４日（水） ７名 大阪府立高石高等学校図書館 

●今年度研究課題（活動概要） 

・第 1回：参加校の図書館経営・活動状況報告と推薦図書紹介。 

・第 2回：泉鳥取高等学校主催、地域連携で開催されたビブリオバトルに観覧者として参加。 

・第 3回：参加校の図書館経営・活動状況報告と推薦図書紹介。「紙刺繍のしおり」作成。 

 

 

 

 

 

●今年度のまとめ 

 図書館担当者のほとんどが兼務で図書館運営を十分に行えない現状です。しかし、各校先生方は生徒

の読みたい気持ちに火をつける努力と創意工夫を懸命にされていました。情報交換することで自校図

書館運営の参考と励みになりました。 

 

 

●次年度にむけて活動内容 

 次年度の活動内容は未定です。 

専任の図書館担当者の減少で、地区会開催・参加が難しくなっています。図書館運営向上の情報を得

る場であり、学校図書館を支える組織の一つとして地区会は重要です。存続できるよう次年度に引き継

ぎます。 

 

 

 

 

 

 

 


